
　

ナ
ガ
ベ
ア
は
、
長
崎
ベ
ア
リ
ン
グ
商
会
と
し
て
昭
和
35
年
創
業
。

当
時
は
、
部
品
販
売
な
ど
を
お
こ
な
う
会
社
で
し
た
が
、
新
た
な
事

業
へ
進
出
す
る
た
め
、
当
時
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
騒
音
公
害
問

題
に
着
目
し
、
昭
和
46
年
に
サ
イ
レ
ン
サ
ー
の
開
発
に
成
功
し
ま
し

た
。
昭
和
57
年
に
現
在
の
ナ
ガ
ベ
ア
へ
社
名
を
改
称
後
、
平
成
17
年

に
長
崎
と
大
村
に
分
散
し
て
い
た
営
業
と
設
計
部
門
を
統
合
し
て
、

現
在
地
に
工
場
を
移
し
ま
し
た
。

　

従
業
員
数
は
57
名（
大
村
工
場
42
名
）。品
質
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

環
境
基
本
理
念
を
定
め
て
会
社
の
発
展
と
豊
か
な
社
会
づ
く
り
へ
の

貢
献
を
目
指
し
な
が
ら
、
も
の
づ
く
り
の
本
質
で
あ
る
設
計
を
重
視

し
、製
造
ま
で
の
行
程
を
一
貫
し
て
大
村
工
場
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

大
村
工
場
で
は
、
サ
イ
レ
ン
サ
ー
や
防
音
カ
バ
ー
、
ダ
ン
パ
ー
装

置
な
ど
を
製
作
し
て
い
ま
す
が
、
開
発
当
初
に
比
べ
段
々
と
大
型
化

し
て
い
ま
す
。全
行
程
を
自
社
対
応
が
モ
ッ
ト
ー
で
、大
手
電
機
メ
ー

カ
ー
の
依
頼
で
製
作
を
開
始
し
た
大
型
映
像
装
置
は
、
世
界
に
先
駆

け
て
開
発
に
成
功
、
そ
の
技
術
が
認
め
ら
れ
、
世
界
各
地
へ
納
品
す

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
大
型
映
像
装
置
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
方
式
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
、
高
解
像
度
を
実
現
。
制
御
シ
ス
テ
ム
や
鉄
骨
構

造
物
も
１
ミ
リ
の
誤
差
も
許
さ
れ
な
い
高
度
の
精
度
が
要
求
さ
れ
る

そ
う
で
す
が
、
長
年
に
わ
た
る
技
術
・
制
御
シ
ス
テ
ム
調
整
の
経
験

を
評
価
さ
れ
大
手
メ
ー
カ
ー
に
も
高
い
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
国
内
外
に
約
２
０
０
台
を
出
荷
し
、
大
型
映
像
装

置
の
累
積
供
給
面
積
で
は
日
本
一
の
企
業
で
す
。
大
リ
ー
グ
の
ド

ジ
ャ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
を
皮
切
り
に
、
香
港
競
馬
場
な
ど
の
海
外
施
設

の
大
型
映
像
装
置
を
は
じ
め
、
国
内
で
も
、
東
京
ド
ー
ム
、
甲
子
園

な
ど
の
野
球
場
、
競
馬
・
競
輪
・
競
艇
・
サ
ッ
カ
ー
場
に
出
荷
、
ま

た
県
内
で
は
、
ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ
長
崎
、
シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
な
ど

数
多
く
の
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ナガベア（株）

　東京府中競馬場の屋外大型映像装置は、世界最大の表示面積（縦12.8ｍ×横68ｍ×幅2.3ｍ）
としてギネスブックに登録されました。

が
ん
ば
っ
て
ま
す
！

が
ん
ば
っ
て
ま
す
！

ま
ち
の
も
の
づ
く
り
企
業

ま
ち
の
も
の
づ
く
り
企
業

おおむら
元気企業紹介

大型映像装置の累積供給面積日本一 !!大型映像装置の累積供給面積日本一 !!

ナガベア㈱大村工場
松原本町565-3　☎554151
本社：長崎市

　

技
術
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
大
切
で
す
が
、
常
に
挑
戦

し
続
け
る
社
員
の
人
材
育
成
に
力
を
注
ぎ
、
会
社
の
発
展
と

同
様
に
社
員
の
幸
せ
な
生
活
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

芯
の
通
っ
た
揺
る
ぎ
な
い
考
え
を
持
ち
な
が
ら
、
世
の
中

の
流
れ
に
沿
い
、
常
に
改
善
し
て
い
く
と
い
う
意
味
の「
不

易
流
行
」
の
精
神
を
も
っ
て
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

社長コメント

代表取締役　今里和照 氏
いまざと か ず て る

社員さんからひとこと

　江川渉さんは入社10年目の27歳。小さい
頃から絵を描くことが好きで、工業高校で、
ものづくりや設計の楽しさを学び、技術を生
かせる仕事をしたかったのが入社の動機だそ
うです。
　今は、自分が描いた設計がそのまま製品に
なっていくことにやりがいを感じています。

え  がわ わたる

え
き
り
ゅ
う
こ
う
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